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1．マイナス金利と債券ETF活用の拡大

　投資家からの問い合わせは、市場環境等の影響

によって次々と内容が変わっていくものだが、こ

こ１～２年特に増えたのは債券ETFに関する問い

合わせである。日本の投資家が長引く低金利環境

を背景により外債投資を拡大する過程で、外国債

券ETFの種類の豊富さと透明性及び使い勝手のよ

さが注目されている。特に2016年に本邦でもマ

イナス金利が導入されてからはその傾向が顕著で

あり、債券ETFへの投資金額は増加し、投資対象

の幅も拡大している。

　米国では20年前から運用のツールとして活用されてきたETFであるが、わが国の機関投資家の間でもETFを資
産運用に活用する例が急激に増加している。本稿では、グローバルの投資家がどのようにETFを利用しているの
か具体的な例とともに紹介し、またグローバル投資家に加え日本の投資家の最先端の動きも併せて紹介していく。
最近急激に機関投資家の注目を集め利用が拡大しているのは、債券ETFである。更に従来型の運用から一歩踏み
込んだ、ファクターベースの株式投資、株式スマートベータETFの活用も拡大している。
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